
27 

 

第５章 交通事業の目指すもの 

 

１ 基本理念 

 函館市の交通事業は，「市民生活を支える安全で快適な公共交通機関として，

お客様のニーズを考えたサービスの提供に努め，効率的な事業運営を行うこと」

を基本理念に掲げています。 

 函館市において路面電車は，身近な乗り物として古くから市民に愛され，親し

まれてきました。また，公共交通機関として市民や観光客のモビリティ※を支え

る重要な都市基盤というだけではなく，その歴史的な背景・文化的要素から，観

光資源としての役割も果たしてきました。 

 平成25年６月には路面電車開業100周年を迎え，翌26年度末には累積資金不足

額※の解消を果たし，27年度には函館アリーナや北海道新幹線の開業に伴って，

国内外の観光客等による需要の増加が見込まれる状況になりました。 

 一方で，令和２年度２月以降の新型コロナウイルス感染症の影響による大幅

な運輸収益の減少のほか，将来的には，更なる人口減少や高齢化の進行が見込ま

れる中にあっても，市民生活の利便性を維持していくために，市電には高齢者を

はじめとする市民の手軽で安心できる移動手段としての役割が求められている

ところです。 

 このような状況を踏まえ，これから先も市民の足である市電を守り続けてい

くために，新しい生活様式の中，観光客等の需要を取り込んでいくとともに，市

民をはじめとする多くの方々に利用していただくための施策に取り組んでいく

必要があります。 

 このため，本ビジョンにおいては，基本理念に基づき，輸送の安全確保はもと

より，便利で，快適で，定時性を保ったサービスの提供を基本姿勢とします。 
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２ 基本方針 

 基本理念の実現へ向け，次の４つの基本方針を設定します。 

 

 

 

  

   安全管理体制の強化や安全に配慮した投資を計画的に実施し，お客様 

  が安心して利用できるよう，より一層の安全性の強化を図ります。 

 

 

 

 

 

 

   定時性の確保はもちろん，お客様が便利で快適に利用できるよう，利 

  用者目線に立ったサービスの提供に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

   人と環境に優しい路面電車として，公共交通機関への転換が促進され 

  るよう，市の関係施策と連携するとともに，積極的なＰＲ活動などに取 

  り組みます。 

 

 

 

 

 

  収益力強化のため，より一層の増収増客対策を進めるとともに，組織 

 力を強化し，効率的で安定した経営をめざします。 

 

 

 

 

１ 安全で信頼される公共交通 

２ 便利で快適な輸送サービスの提供 

３ まちや地域への貢献 

４ 経営基盤の強化 


